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東芝KXO-8Hで、撮影条件は管電圧24~32kVp、管電流300mA、撮影時間o .15~O .25 sec 、









2) 雌成犬の手目泉周囲皮下組織は炭酸ガスを100ml注入しでも acidosis をおこさなかったが、 20
Oml 注入すると acidosis を来たした。また30ml 注入では局所に炎症や異物反応がみられなかったo
成犬に注入した100、 30ml は日本成人女子に換算すると、それぞれ約420、 120ml に相当する。従
ってかなり大量の炭酸ガスを注入しでも生体に対する影響はほとんどない。
B) 臨床的研究
1 )ヒトの pneumomammography では、従来の手技によると、気体注入量は大量で\注入部位も













4) 本法による乳癌の診断率はきわめてよく、 false nega tive ra te は 0%である。本法と同期間












著者は乳癌のうちで、 simple mammography では腫蕩陰影が出現しない症例や、腫蕩陰影が現わ
れでも悪性、良性の判読が困難な症例に対して、 pneumomammography を試み、腫蕩陰影をより明瞭
に出現させると同時に、その陰影の不均一性及び辺縁像より乳癌を診断することを可能ならしめた。
そして simple mammography で腫癌陰影が不明瞭で、 pneumomammography で乳癌と診断できた乳
癌は手目泉症の硬結中に包埋された限局性の小癌巣であるか、または手目泉実質中に存在する深部の限局
性小乳癌であることを、摘出標本を検討することによって知った。
なお著者は注入気体として最適な CO2 40~80ml を腫癌の周囲 4 カ所から注入する手技を考案し、
すでに多数例に施行、本法は高く制面されている。
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